




※平成28年３月期の個別業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 

 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 

第2四半期(累計) 

通期 

百万円 

245,000 

500,000 

％ 

Δ3.7 

Δ2.5 

百万円 

－ 

－ 

％ 

－ 

－ 

百万円 

－ 

－ 

％ 

－ 

－ 

百万円 

－ 

－ 

％ 

－ 

－ 

円 銭 

－ 

－ 

 (注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 

当社は、志賀原子力発電所の安全対策を着実に実施した上で早期再稼働を目指してまいりますが、現時点では

安定供給の確保に向け今年度の需給状況を見極めていく段階にあり、営業利益、経常利益、当期純利益を未定と

しております。今後、利益予想が可能となった時点で、速やかに開示いたします。 
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○ 補足説明資料 

  平成27年度 第１四半期決算の概要 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

ａ．全般の概況 

当第１四半期の連結収支につきましては、売上高（営業収益）は、電気事業において、卸電力

取引所における販売が減少したものの、北陸電気工事（株）の連結子会社化などから、1,272億

円（前期比102.7％）となり、これに営業外収益を加えた経常収益は1,280億円（同102.5％）と

なりました。 

また、経常利益は、電気事業において、水力発電量が増加したものの、石炭火力発電所の定期

点検日数が前年に比べ多かったことによる石油火力発電量の増加や修繕費の増加などから、74億

円（同71.1％）となりました。 

これに、渇水準備金を引き当て、法人税等を計上した結果、親会社株主に帰属する四半期純利

益は29億円（同41.5％）となりました。 

 

 

ｂ．セグメント別の業績 

（ａ）電気事業 

当第１四半期の販売電力量につきましては、電灯は、４月の気温が前年を上回ったことによる

暖房需要の減少などから、前年同期を下回りました。業務用は、前年同期なみとなり、産業用そ

の他は、大口電力で機械などが増加したことから、前年同期を上回りました。 

この結果、販売電力量は64億38百万キロワット時（うち特定規模需要43億71百万キロワッ

ト時）となり、前年同期なみとなりました。 

供給力につきましては、出水率が104.3%となり、志賀原子力発電所１・２号機が停止中で

あったものの、供給設備全般にわたる効率的運用に努めました結果、期を通じて安定した供給

を維持することができました。 

収支につきましては、売上高は、卸電力取引所における販売が減少したことなどから、

1,159億円（前期比96.8％）となりました。 

また、営業利益は、水力発電量が増加したものの、石炭火力発電所の定期点検日数が前年に

比べ多かったことによる石油火力発電量の増加や修繕費の増加などから、78億円（同67.9％）

となりました。 

 

（ｂ）その他 

売上高は、北陸電気工事（株）の連結子会社化などから222億円（前期比198.1％）、営業費用は206

億円（同203.5％）となりました。 

この結果、営業利益は16億円（同147.7％）となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

ａ．資産の状況 

資産合計は、前連結会計年度末に比べ392億円減の１兆4,402億円（前期末比97.3％）となりまし

た。これは、社債の償還や未払税金の減少などにより現金及び預金が減少したことなどによるもので

す。 

 

ｂ．負債の状況 

負債合計は、前連結会計年度末に比べ379億円減の１兆973億円（前期末比96.7％）となりました。

これは、社債の償還や未払税金の減少などによるものです。 

 

ｃ．純資産の状況 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ 13 億円減の 3,429 億円（前期末比 99.6％）となりました。

これは、配当金の支払いなどによるものです。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

４月28日に公表した予想値からの変更はありません。 

 

販売電力量につきましては、大口電力の増加が見込まれることなどから、通期では280億キロワッ

ト時程度と見込んでおります。 

 

連結売上高（営業収益）につきましては、北陸電気工事(株)の連結子会社化などから、通期では、

5,500億円程度を見込んでおります。 

なお、当社は、志賀原子力発電所の安全対策を着実に実施した上で早期再稼働を目指してまいりま

すが、現時点では安定供給の確保に向け今年度の需給状況を見極めていく段階にあり、営業利益、経

常利益、親会社株主に帰属する当期純利益を未定としております。今後、利益予想が可能となった時

点で、速やかに開示いたします。 

 

また、配当予想につきましても、利益予想をお示しできないことから、未定としております。 

 

［主要諸元］ 

 今回予想値 前回予想値 

販売電力量（億kWh） 

 ［前期比］ 

280程度 

［100%程度］ 

280程度 

［100%程度］ 

為替レート（円/ドル） 125程度 125程度 

原油ＣＩＦ（ドル/バーレル） 65程度 60程度 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

 （企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」(企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下「企業結合会計基

準」という。)、「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日。以下

「連結会計基準」という。)及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成25年９月

13 日。以下「事業分離等会計基準」という。)等を、当第 1 四半期連結会計期間から適用し、支配が継

続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取

得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更した。また、当第１四半期連結会

計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の

見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更する。

加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行ってい

る。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っている。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項

(4)及び事業分離等会計基準第 57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結

会計期間の期首時点から将来にわたって適用している。 

 なお、この変更に伴う影響は軽微である。 
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はない。 

 

（４）セグメント情報 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

（単位：百万円） 

 

報告 

セグメント 
その他 

(注)１ 

合計 

調整額 

(注)２ 

四半期 

連結損益計算書

計上額 

(注)３ 

電気事業 

売上高      

 外部顧客への売上高 
115,791 11,450 127,242 － 127,242 

セグメント間の内部売上高

又は振替高 

158 10,799 10,957 △10,957 － 

計 
115,949 22,249 138,199 △10,957 127,242 

セグメント利益 
7,899 1,609 9,508 226 9,735 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電力設備等の保守、 

電力関連施設の運営・管理、建設工事の受託・請負、電力設備等の資機材等の製造・販売、 

不動産管理、情報・通信事業、会員向けサービス、土木・建築工事の調査・設計、環境調査、 

エネルギー、電気工事などの事業を含んでいる。 

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去である。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っている。 

 

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

「会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」に記載のとおり、「企業結合に関する会計

基準」(企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下「企業結合会計基準」という。)、「連結財務

諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。)

及び「事業分離等に関する会計基準」(企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会

計基準」という。)等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に

対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結

会計年度の費用として計上する方法に変更した。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施され

る企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属す

る四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更する。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項

(4)及び事業分離等会計基準第 57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結

会計期間の期首時点から将来にわたって適用している。 

なお、この変更に伴う影響は軽微である。 

 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はない。 
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１．販 売 電 力 量１．販 売 電 力 量１．販 売 電 力 量１．販 売 電 力 量

平成27年度 平成26年度

４～６月 ４～６月

(A) (B)

販 売 電 力 量 64.4 64.1 0.3 100.4% 

（注）小数第一位未満四捨五入

２．連 結 決 算２．連 結 決 算２．連 結 決 算２．連 結 決 算

平成27年度 平成26年度

４～６月 ４～６月

(A) (B)

売 上 高

（営　業　収　益） 1,272 1,238 34 102.7% 

経 常 収 益 1,280 1,249 31 102.5% 

経 常 費 用 1,206 1,144 61 105.4% 

経 常 利 益 74 104 Δ30 71.1% 

親会社株主に帰属する

四 半 期 純 利 益 29 69 Δ40   41.5% 

（注）億円未満切捨

※平成27年度より「四半期純利益」から「親会社株主に帰属する四半期純利益」に名称変更。

３．個 別 決 算３．個 別 決 算３．個 別 決 算３．個 別 決 算

平成27年度 平成26年度

４～６月 ４～６月

(A) (B)

売 上 高

（営　業　収　益） 1,162 1,201 Δ38 96.8% 

経 常 収 益 1,174 1,215 Δ40 96.7% 

経 常 費 用 1,114 1,119 Δ4 99.6% 

経 常 利 益 59 95 Δ35   62.7% 

四 半 期 純 利 益 24 65 Δ41   37.5% 

（注）億円未満切捨

４．平成27年度業績予想および配当予想４．平成27年度業績予想および配当予想４．平成27年度業績予想および配当予想４．平成27年度業績予想および配当予想

  当社は、志賀原子力発電所の安全対策を着実に実施した上で早期再稼働を目指してまいりますが、

現時点では安定供給の確保に向け今年度の需給状況を見極めていく段階にあり、営業利益、経常

利益、当期純利益を未定としております。

　また、配当予想につきましても、利益予想をお示しできないことから、未定としております。

平成27年7月28日

北陸電力株式会社

平成27年度 第１四半期決算の概要平成27年度 第１四半期決算の概要平成27年度 第１四半期決算の概要平成27年度 第１四半期決算の概要

(単位：億kWh)

前年同期対比

(A)-(B) (A)/(B)

(単位：億円)

前年同期対比

(A)-(B) (A)/(B)

(単位：億円)

前年同期対比

(A)-(B) (A)/(B)

期 別

項 目

項 目

期 別

項 目

期 別

平成27年４月28日に公表した予想値からの変更はありません。[参考]平成26年度実績

連　　結 個　　別

売 上 高 5,327億円 5,130億円 

(営 業 収 益) <103%程度> <97%程度>

223億円 181億円 

89億円 66億円 

（注）<  >内は前年度対比

連　　結 個　　別

販 売 電 力 量

280億kWh程度 

<100%程度>

278.8億kWh 

5,500億円程度 5,000億円程度 

 連結 親会社株主に

　　　帰属する当期純利益
未定 未定

 個別 当　期　純　利　益

経 常 利 益 未定 未定

項 目

〔 〕

〔 〕

※

1
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